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加
計
学
園
文
書
流
出
は
国
家
公
務
員
法
違
反
か
ど
う
か
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
十
三
日
の
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
は
、
学
校
法
人
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
巡
る
文
書
問
題
が
議
論
さ
れ

た
。
そ
こ
で
「
文
書
が
存
在
す
る
と
告
発
し
た
文
部
科
学
省
の
職
員
は
公
益
通
報
者
に
当
た
る
と
思
う
が
、
権
利
を
守
る
意
識

は
あ
る
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
義
�
弘
介
文
部
科
学
副
大
臣
は
「
一
般
論
と
し
て
、
非
公
知
の
行
政
運
営
上
の
プ
ロ
セ
ス
を

上
司
の
許
可
な
く
外
部
に
流
出
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
家
公
務
員
法
違
反
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

義
�
弘
介
文
部
科
学
副
大
臣
の
答
弁
は
、
現
職
の
文
部
科
学
省
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
公
務
員
全
体
を
萎
縮
さ
せ
る
も
の
で

あ
り
、
一
般
論
と
し
て
で
な
く
、
学
校
法
人
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
巡
る
文
書
を
告
発
し
た
職
員
を
保
護
す
る
べ
き
で

あ
る
と
す
る
国
民
の
意
見
が
あ
る
た
め
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

一

一
般
論
と
し
て
で
な
く
、
学
校
法
人
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
巡
る
文
書
の
存
在
を
告
発
し
た
職
員
を
保
護
す
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。

二

公
益
通
報
者
保
護
法
で
は
、
通
報
先
を
「
行
政
機
関
」
と
定
め
て
い
る
が
、
報
道
機
関
や
国
会
な
ど
の
立
法
機
関
も
含
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。

三

同
法
で
は
、
通
報
対
象
事
実
と
し
て
、
「
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
利
益
の
保
護
に
関
わ
る
法
律
と
し
て
別

一



表
に
掲
げ
る
も
の
に
規
定
す
る
罪
の
犯
罪
行
為
の
事
実
」
と
し
て
、
医
師
法
や
弁
護
士
法
、
公
認
会
計
士
法
、
理
容
師
法
な

ど
多
く
の
職
業
を
網
羅
し
た
法
律
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
行
為
の
事
実
が
通
報
対
象
事
実
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

通
報
対
象
事
実
の
中
に
、
公
職
選
挙
法
や
国
家
公
務
員
法
、
公
文
書
管
理
法
な
ど
を
含
め
、
公
務
員
や
政
治
家
の
不
正
行
為

を
犯
罪
行
為
の
事
実
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


